
 

 

（大豆 知内町） 

 

マメシンクイガの成虫発生(8/10初発 道南農試予察ほ場) 

莢の長さを確認し、適切な防除の実施を！ 
 

マメシンクイガの防除 

（１）「莢の長さ」及び「成虫の飛来」を確認し、防除を２回実施する事で効果が高く

なります。１回目の開始時期は、「およそ半数の株の莢が２～３cmに達した（莢

伸長始）」及びフェロモントラップによる「成虫の飛来」を確認してから６日後に

実施します。 

（２）２回目の防除は、１回目の10日後に実施します。その際、下記薬剤を参考に１

回目と異なるRACコードの薬剤を用いて実施します。 

※ほ場毎に生育が異なるので、生育を確認し防除を実施してください。 

 

 
 

薬害軽減のため、薬剤散布は朝か夕の涼しい時間帯で実施しましょう！ 

防除時期 商品名
RAC
コード

スプレーヤ茎葉散布
倍率

（10a散布水量）

無人航空機
倍率

（10a散布水量）

使用
回数

バイスロイド乳剤
1000～2000倍

（100～300ℓ/10a）
× 3

ゲットアウトWDG
3000倍

（100～300ℓ/10a）
24倍

（0.8～1.6ℓ/10a）
3

トレボンエアー ×
8倍

（0.8ℓ/10a）
2

２回目 １回目の10日後 プレバソンフロアブル５ 28
4000倍

（100～300ℓ/10a）
16～32倍
（0.8ℓ/10a）

2

マメシンクイガ防除薬剤　（カメムシ類と同時防除）

※農薬登録情報提供システムにより検索

１回目
莢伸長始と
成虫確認６日後
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